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京
焼
・
清
水
焼
の
多
様
性
と

　
　
　
　
　
奥
深
さ
に
惹
か
れ
て

　

瀬
戸
窯
業
高
等
学
校
専
攻
科
を
修
了
後
、京
都
へ
。宇
治
炭
山
で

丹
山
窯
を
開
く
小こ

峠
と
う
げ

葛か
つ

芳よ
し

氏
に
師
事
し
、主
に
茶
の
湯
の
た
め
の

器 

「
茶
陶
」制
作
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。焼
〆
め
の
丹
波
焼
や
備
前

焼
、赤
絵
の
有
田
焼
と
い
っ
た
特
徴
が
な
い
か
ら
こ
そ
、自
由
で
多
彩

な
創
作
が
で
き
る
京
焼
・
清
水
焼
。そ
の
魅
力
と
奥
深
さ
に
惹
か
れ
、

京
都
の
風
土
や
文
化
に
も
触
れ
日
々
学
ん
で
い
ま
す
。茶
席
に
用
い

ら
れ
る
陶
磁
器
は
、茶
碗
、水
指
、建
水
、蓋
置
、香
合
と
多
岐
に
わ

た
り
、用
と
美
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
す
が
、そ
の
規
制

の
中
で
作
風
の
確
立
に
精
進
し
て
い
ま
す
。

「菊水鉾 水指」　胴掛けや唐破風の屋根、菊慈童
の人形など、そっくり菊水鉾を写した水指で、多様
な技を駆使した作品。車輪、土台、胴体、屋根に分
かれ、屋根を外すと内蓋があり、胴体に水を入れま
す。祇園祭に毎年開かれる菊水鉾の茶会用に茶人
からの注文で創作しました。

「七宝透かし陶枕」　陶磁器製の枕「陶枕」は、磁器
の冷たい素材感が夏場の昼寝用枕として重宝され
ます。全体に網目のような七宝透かしをほどこし、涼
しげな朝顔が添い、内側には川面に佇む川蝉をあ
しらうなど、種々の技法を駆使し、意匠と趣向にも
細やかな配慮が行き渡る作品を目指しました。
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工芸士」認定。現在、小峠葛芳氏に師事して茶陶

の制作に携わる。
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◆
京
も
の
認
定
工
芸
士
と
は 

…

　
京
都
の
伝
統
工
芸
品（
京
も
の
）の
製
造
に
従
事
し
、特
に
優
れ
た
技
術
を

　
有
し
た
意
欲
あ
る
若
手
職
人
に
京
都
府
知
事
か
ら
授
与
さ
れ
る
称
号
。


